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第1節古代概観

第
一
節

J

—

代
概
観

金
山
川
は
、
安
良
岳
の
麓
か
ら
流
れ
出
て
い
る
。

そ
の
上
流
は 

山
や
谷
の
間
を
曲
が
り
曲
が
っ
て
流
れ
、

つ
い
に
小
脇
に
出
て
く 

る
。

川
面
に
は
、
朝
に
夕
に
緑
の
濃
い
山
々
の
姿
を
、

ま
た
は
る 

か
に
そ
び
え
る
高
千
穂
の
高
潔
な
姿
を
映
し
て
わ
れ
わ
れ
の
心
を 

和
め
て
く
れ
る
。

昔
を
し
の
べ
ば
、
安
良
山
の
前
面
川
の
両
側
は
広
い
田
地
に
な 

っ
て
い
る
が
、

こ
こ
の
地
名
は
麻
生
原
と
い
う
。

そ
の
名
の
由
来 

は
、
古
代
か
ら
、

人
間
の
生
活
に
必
要
な
衣
の
原
料
で
あ
る
麻
、
 

ま
た
、
神
社
の
祭
祀
に
重
要
な
麻
の
栽
培
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ 

る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
麻
生
原
地
区
は
、
昔
か
ら
住
民
も
多
数
あ 

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

川
を
下
り
、
安
良
神
社
の
下
川
辺
の
地
名
は
シ
メ
ゴ
と
い
う
。
 

古
老
の
話
で
は
、
メ
張
と
書
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
ノ
方
面 

か
ら
は
す
べ
て
こ
こ
を
通
っ
て
参
拝
に
来
た
よ
う
で
、

こ
こ
に
は 

メ

縄
(

注
連
縄)

が
張
っ
て
あ
っ
た
。

丸岡山頂から安良山を望む
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代第4章古

下
小
脇
腰
越
神
社
跡
地
の
川
辺
は
、

そ
の
昔
、

コ
シ
ゴ
エ
マ
ッ 

と
い
ふ
地
名
で
、
安
良
姫
の
母
堂
が
こ
こ
ま
で
来
て
な
く
な
ら
れ 

た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
話
を
思
え
ば
、

金
山
川
の
川
辺
は 

古
代
の
名
残
の
多
い
所
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』

上
に
、

大

宝

二

年(

七
〇
二)

「
筑
紫
七
国
」
と 

あ
る
。

七
国
と
は
、
筑
前
、
筑

後

、
豊

前

、
豊

後

、

肥

前

、

肥 

後
、

日
向
で
あ
る
。

ま
た
、
同
書
の
元
明
天
皇
、
和

銅

六

年
(

七 

一
三)

の
条
に
、

「
日
向
国
、
肝
坏
、
贈
於
、

大
隅
、
始

羅

の

四 

郡
を
割
い
て
、
始
め
て
大
隅
国
を
置
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
時
代
、
和

銅

年

間
(

七
〇
八
〜
七
一
五)

、
安
良
神
社
の
創 

建
、
大
隅
国
国
分
寺
の
創
始
、

ま

た

神

護

景

雲

三

年(

七
六
九) 

に
は
、

和
気
清
麻
呂
が
大
隅
国
の
牧
園
に
流
さ
れ
た
。

第
二
節
安
良
神
社
と
郷
土
横
川

一
 

安
良
神
社
の
由
来

由
緒
記
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
は
和
銅
年
間
の
こ
と
、
安
良
姫 

と
い
う
京
都
で
宮
任
え
し
て
い
る
官
女
が
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
 

川
辺
に
出
て
紺
染
め
の
直
垂
を
洗
っ
て
い
た
。

た
ま
た
ま
白
鷺
が 

多
数
飛
来
し
た
の
を
眺
め
見
と
れ
て
い
て
、
直
垂
の
片
袖
を
流
失 

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
と
が
に
よ
り
重
罪
に
処
せ
ら
れ

る(

炭 

火
に
よ
っ
て
焼
殺
さ
れ
る)

こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
姫
は 

十
一
面
観
音
を
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
、
観
世
音
が
そ
の
身 

代
わ
り
と
な
り
、

そ
の
難
を
逃
れ
た
安
良
姫
は
隅
州
横
川
の
里
に 

身
を
し
の
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
姫
は
、
京
の
こ
と
、
母
君
の
こ
と
、
永
遠
に
罪
を
負 

う
悲
し
み
な
ど
、
深
い
憂
愁
の
果
て
に
、
安
良
山
の
頂
上
で
自
害 

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、

こ
の
里
に
種
々
の
霊
怪
が
度
々
起 

こ
っ
た
の
で
、
村
人
ら
が
そ
の
霊
を
慰
め
、
安
良
岳
の
頂
上
に
姫
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第2節 安良神社と郷土横川

を
祀
っ
たQ

そ
の
後
、
今
か
ら
七
〇
〇
年
ぐ
ら
い
前
、
安
良
岳
の 

麓
の
現
在
地
に
遷
し
た
。

第1図 江戸時代の安良神社（『三国名勝図会』より）

神
社
に
は
、
貞

永

五

年
(

一
ニ
三
六)

、
康

応

二

年
(

一
三
九 

〇)

な
ど
の
棟
札
や
板
碑
、
及
び
古
文
書
な
ど
多
数
あ
る
。
享
保 

一

九

年(

一
七
三
四)

、

正
一
位
安
良
大
明
神
の
贈
位
が
あ
り
、
 

昔
か
ら
大
隅
五
社
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、

立
派
な
神
社
と
さ
れ
て 

い
た(

第

一

ニ

章

「
神
社
仏
閣
」
参
照)

。

安
良
神
社
の
祭
神
、
合
祀
神
社
、
境
内
社
は
次
の
よ
う
に
な
っ 

て
い
る
。

祭

神

正

一

位

安

良

大

明

神

合
祀
神
社
明
治
四
四
年
合
祀

腰
越
神
社 

元
横
川
町
上
ノ
岩
元
鎮
座 

安
良
姫
の
母
堂 

諏
訪
神
社
元
上
之
村
村
社
上
ノ
正
牟
田
鎮
座 

稲
牟
礼
神
社
元
横
川
町
上
ノ
古
城
鎮
座 

農
工
神 

境
内
社 

山
ノ
神
一
社 

山
ヶ
野
金
山
に
関
係
あ
る
神 

安
良
天
神
社
昭
和
五
二
年
八
月
太
宰
府
天
満
宮

菅
原
道
真
公
神
霊
勧
請
鎮
座

善
神
王
両
社
門
を
守
る
神

二 

諸
文
献
に
み
る
安
良
神
社

ま
ず
、
一
神
社
由
緒
」
か
ら
読
ん
で
み
る
こ
と
に
す
る
。
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安
良
姫
命
を
祀
る 

享
保
一
九
年
五
月
一
一
日 

神
祇
道
管
領
ト
部
兼
雄 

正
一
位
の
神
位
を 

授
け
ら
る
口
碑
に
依
れ
ば 

安
良
姫
は 

内 

裏
の
官
女
に
て
或
る
と
き
川
辺
に
出
て
紺
染 

の
直
垂
を
洗
い
し
時 

白
鷺
数
多
飛
来
り
向
ふ 

の
稲
小
積
の
上
に
止
り
し
を
眺
め
居
り
し
に
直 

垂
の
片
袖
を
河
に
流
失
し
た
た
め
其
の
罪
に
依 

り
穢
多
に
命
じ
て
門
の
扉
に
縛
付
炭
火
に
て 

焼
殺
さ
れ
ん
と
す 

然
る
に
安
良
姫
素
よ
り 

十
一
面
観
音
を 

信
仰
あ
り
し
故
観
世
音
其
の 

身
代
と
な
り 

安
良
姫
は
其
の
難
を
遁
れ 

隅 

州
横
川
に
落
下
り 

安
良
嶽
の
絶
頂
に
て 

自 

殺
す
其
の
後
此
の
郷
に
種
々
の
露
图
あ
り 

村
人
其
の
霊
を
崇
め
て 

安
良
大
明
神
と
号
す 

是
和
銅
元
年
の
事
な
り
と
ぞ 

後
年
現
在
地

(

マ
マ)

に
御
遷
座
の
上
立
派
な
宮
を
立
て
た 

往
古
よ 

り
当
郷
は
門
を
立
て
ず 

炭
焚 

紺
屋
職 

蔗 

作
職
を
禁
ず
是
に
背
く
者
あ
れ
ば
霊
崇
を
受

く
る
事
歴
然
な
り
と
い
ふ 

且
白
鷺
郷
内
に
飛
来
す
る
事
無
く
若
し

飛
来
る
事
あ
れ
ば
神
楽
奉
幣
等
を
修
業
し
た 

又
此
の
神
は
鷺
に
限
ら

ず
一
切
白
色
の
物
を
嫌
い
憎
め
る
と
て
土
蔵
等
も
薄
墨
を
以
て
塗
れ
り

又
今
よ
り
二
百
余
年
前
造
は
祭
祀
又
は
参
詣
の
と
き
紺
染
の
衣
を
着 

る
者
な
く
皆
木
皮
等
で
染
め
た
る
を
用
い
た
り

正一位安良大明神神位奉授の書状

炭
火
門
屋
を 

禁
ず
る
こ
と
は
旧
俗
な
り 

し
が 

享
保
一
九
年
正
一
位
贈
位
の
時
よ 

り
郷
内
門
屋
を
作
り
炭
焼
の"

等
免
許
机 

り
し
と 

貞
永
五
年
左
兵
ヱ
尉
藤
原
長
親 

康
応
二
年
藤
内
左
エ
門
正
智 

応
永
二 

九
年
酒
井
親
久 

宝
徳
二
年 

酒
井
久
重 

等 

修
改
築
時
の 

棟
札 

其
の
他
各
種 

板
碑%

数
あ
り
又
古
面
古
文
書
等
の 

文
化
財
多
し

次

に

「
神
社
誌
」
(

大
正
一
〇
年
h

 

一
九
ニ
一
発
行)

に
記
載
の
安
良
神
社 

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

正
一
位
安
良
大
明
神
上
之
村 

薩
城
よ 

り
北
に
去
る'
Jr
十
一
里
祭
神
二
座
安
良 

姫御
神
体
秘
法
先
正
月
元
日
御
膳
平

盛
二
膳
神
酒

祭
祀
二
月
初
西
神
供
一
六
ほ
五
組
青
乗
で
干
菓
广

当
季
木
菓r

九
月
二
九
日
御
啥
部
同
一
一
月
初
卯
御
膳
平
盤
に
膳 

神
酒 

九
月
二
九
日
祭
米
三
斗
五
升
御
蔵
相
渡
其
の
他
は
所
中
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安良神社所蔵の仮面

貞和5年11月の作Q 

表情が異なり特色を 

もっていることから 

仮面史料として重要 

である：
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助
勢
を
以
て
諸
事
調
進
す 

宝
殿
三
間
四
面
小
板
葺
上
家
八
敷
四
間
茅
住 

拝

殿

五

敷

四

間

茅

葺 

長

庁

四

敷

七

間

半

茅

葺 

向
拝
二
間
六
尺

随

神

二

社

茅

0:
御
修
IIJ
所

山
之
神
両
社 

四
尺
方
大
板
葺
上
家
一
間
方
茅
葺
所
修
市 

大
王
両
社
四
尺
方
大
板
葺
上
家
一
間
方
茅
H-
修

•l)• 

御
供
所
両
社
四
敷
二
間
茅
葺
御
修
甫
所 

木
鳥
居 

高
一
丈
五
尺
向
拝
道
二
三
間
石
段
六

大
正
一
四
年
建
立 

岡
元
仁
八
氏
奉
納

当
社
は
和
銅
元
年
御
建
立
其
節
之
社
榊
は
御
鎮
座
有
之
今
社
之 

旧
跡
有
安
良
は
両
社
勧
請
也
此
之
社
上
鹿
倉
山
也
古
来
当
社 

之 

御
嫌
物 

起
炭
を
焼
調
事 

門
屋
を
所
中
に
立
る 

事
此
ニ
ケ
条 

は

去

る

享

保

寅

年

吉

田

本

所

へ

相

願 

宗
源
宣
旨
を
以
被
相
宥

白
鷺
所
有
に
相
見
得
候
得
は
凶
事
有
之
存
紐
染
屋
所
中
に
相
禁 

藍
作
す
る
事
且
死
苦
村
所
中
相
禁
候
事
此
両
三
ヶ
条
は 

別
而
所
之 

差
支
に
も
相
成
間
敷
殊
更
白
鷺
の
告
は
第
一
万
民
の
慎
に
も
可
相
成 

事
之
由
に
て
観
储
無
之

当
社
安
良
大
明
神
は 

昔
大
内
の
官
女
に
て 

直
垂
紺
色
為
洗
清 

水
辺
に 

行
給
へ
る
が
其
の
川
向
に
白
鷺
数
多
見
へ
来
る
を
し
ば
し

見
そ
な
わ
し
つ
る
に 

直
垂
の
片
袖
を
流
捨
給
ふ
と
や
せ
ん
か
く 

(

マ
マ)

や
せ
ん
と
時
剋
も
甚
だ
移
り
て
か
へ
り
ま
し
有
か
た
ち
を
奏
し
給
へ 

ど
も
制
禁
の
時
時
滞
の
が
れ
が
た
き
故
既
に
死
苦
に
被
為
門
屋
に 

磔
起
火
を
以
可
焼
殺
と
の
議
定
あ
る 

然
る
に
常
々
心
信
深
く
其
の
処
を
の
が
れ 

大
隅
国
横
川
の
郷
に 

落
下
り 

給
ひ
し
が 

ほ
い
な
く
や
思
召
け
ん 

安
良
嶽
に
て 

終 

に
は
御
自
害
あ
ら
せ
給
ふ 

則
尊
身
を
此
の
嶽
に 

葬
り
て
社
を
創 

建
し
神
霊
を
招
て
安
良
大
明
神
と
奉
崇
せ
し
が
そ
れ
よ
り
こ 

の
か
た
神
変
不
思
議
多
く
万
民
の
崇
敬
殊
に
多
く
末
代
に
成
て
も 

霊
驗
弥
々
益
し
つ
ゝ
あ
り

正
一
位
神
階
之
弱

口
上
書

横
川
安
良
大
明
神
於
敷
地
古
来
よ
り
御
嫌
物 

一
紺
屋
任
候
事

一
起
炭
相
調
候
事

-

門
屋
相
力
申
候i
li-

一
白
量
入
来
申
候
小

但
白
鳥
入
来
候
節
は
古
来
よ
り
所
中
之
諸
難
と
申
伝
氏
子
中
入
別 

之
出
銭
を
以
御
祈
願
任
申
御
座
候

右
の
通
安
良
大
明
神
之 

御
嫌
物
に
て
右
之
業
任
候
得
ば
崇
有
之
由 

申
伝
候
間
右
之
業
一
切
木
仕
候
付
所
中
別
而
之
友
に
相
成
中 

']■--
に

御

座•
候

右
之
通
御
嫌
物
有
之
所
は
神
位
を
以
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第2節安良神社と郷土横川

御
嫌
物
被
相
宥
事
有
之
候
由 

先
年
花
岡
当
座
大
明
神
之
敷
地
に
て 

も 

品
々
の
御
嫌
物
有
之
候
処 

氏
子
中
神
位
を
願
候
て
宣
命
相
納 

候
以
後
は 

御
嫌
物
と
申
伝
候
事 

御
任
候
て
も 

障
り
無
之
由
承 

由
候
然
は
安
良
大
明
神
へ
神
位
之
宣
命
相
納
候
て
御
嫌
物
相
宥 

候
は 

所
中
之
支
ふ
無
御
座
候 

依
之 

此
節
御
神
位
願 

氏
子
中 

よ
り
申
上
度
御
座
候
間
願
之
通
御
免
被
仰
付
被
下
様
奉
願
候
以 

上
寅
二
月
朔

上
原
藤
右
衛
門

川
崎
主
右
衛
門

下
村
蔵
兵
衛

月
野
木
弾
兵
衛

横
川
御
地
頭
所

右
之
通
申
出
候
間
御
法
様
次
第
仰
渡
度
御
座
候
以
上

二
月
七
日 

木
村
四
郎
左
衛
門

口
上
覚

横
川
安
良
大
明
神
於
敷
地
古
来
よ
り
御
嫌
物
有
之
所
中
差
支
之
訳 

を
以
此
節
神
位
之
願
申
出
候
先
例
も
有
之
候
間

願
之
通
被
仰
付
度
奉
存
候

以
上

二
月
九
日 

本
田
甚
次

寺
社
奉
行
所

十
二
月
十
四
日
寺
社
所
よ
り
御
用
に
付
甚
次
罷
出
候
取
次
大
山

十
兵
衛
に
て
被
仰
渡
候
は
此
内
横
川
安
良
大
明
神
之 

神
位
願
之
申
出
候
此
度
願
通
被
差
免
候
間
可
申
渡
主
取
社
家
月 

野
木
兵
衛
召
寄
の
同
二
十
三
日
於
役
所
井
上
宮
内
を
以
申
渡
也 

享
保
十
九
年
也

朱
印

宗
源 

宣
旨

朱
印 

隅
州
桑
原
郡
横
川

正
一
位
安
良
大
明
神

右
宣
奉
授
極
位
者
神
宣
之
啓
状
如
件 

享
保
十
九
年
五
月
十
三
日
神
部
伊
岐
宿
補
奉 

神
祇
道
管
領
勾
当
上
従
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
謙
雄 

維
享
保
十
九
年
オ
次
甲
寅
五
月
十
三
日
戊
子
吉
日
良
辰
千
択
定
而 

隅
州
桑
原
郡
横
川
仁
鎮
座
須 

掛
毛
畏
幾
正
一
位
安
良
大
明
神
末 

社
神
神
乃
広
前
仁
恐
美
毛
申
賜
波
久
止
申
佐
抑
当
社
乃
祠
官
氏
子
等 

戮
カ
ー
心
志
而 

神
祇
官
領
卜
部
兼
雄
仁
告
而
正
一
位
乃 

神
位
乎 

乞
故
例
仁
任
而
宗
源
乃
宣
旨
於
以
而
極
位
乎
奉
授
宇
津
乃
幣 

帛
於
調
而
内
陣
於
飾
利
称
辞
竟
奉
科
此
状
乎
平
介
久
安
介
久
所
耳
食 

世
爰
仁
尊
神
乃
御
嫌
物
止
伝
而
氏
子
乃
家
作
仁
門
立
招
事
又
炭
焼
■I■-- 

於
禁
賜
布
止
此
定
而
其
故
有
牟
然
共
今
極
位
乎
奉
授
留
広
太
乃
神 

徳
仁
依
而
此
種
々
乃
事
乎 

免
賜
比
而
弥
一
天
泰
平
社
頭
康
栄 

神 

隆
詞
官
氏
子
等
平
安
於
始
而
五
穀
能
成
万
民
豊
楽
仁
夜
乃
守
日 

乃
護
幸
賜
陪
止
恐
美
毛
申
賜
渡
久
止
申
寿 

一
享
保
二
十
年
卯
三
月
本
田
大
和
守
罷
越
宣
命
納
有
之
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一
額
は
延
宝
五
年
丁
巳
九
月
吉
田
殿
筆

一
神
興
両
社
横
川
地
頭
伊
集
院
肥
前
殿
寄
進
副
書
あ
り 

一
大
般
若
経
一
部
九
州
入
之
時
筑
後
国
妙
高
山
常
釈
禅
寺
よ
り 

取
物 

に
て
相
納
候
般
若
箱
に
書
付
有
永
享
六
年
甲
寅
五
月
晦
日 

一
社
家
頭
取
月
野
木
肥
前
よ
り
前
月
野
木
備
後
九
オ
の
時
迄
は 

神
領 

高
三
百
石
有
之 

年
中
十
二
度
の
祭
為
有
之
由
伝
ふ 

然
る
に
横
川
之
郷
御
領
と
成
の
後
右
神
領
被
召
今
一
度
の
御
祭
に
て 

祭
米
三
斗
五
升
宛
御
蔵
米
被
相
渡
祭
祀
令
執
行
也 

ま
た
、
前

出

の

「
神
社
明
細
帳
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ 

れ
て
い
る
。

郷
社
安
良
神
社

横
川
村
上
ノ
百
六
四
番
地

一
 

祭
神
不
詳

一
 

由
緒
不
詳
往
古
安
良
御
前
な
る
官
女
非
命
の
死
を
遂
げ
た
る 

も
の
を
和
銅
六
年
安
良
大
明
神
と
奉
崇
す
と
古
老
の
申
伝
あ
り 

(

明
治
四
四
年
一
月
二
四
日
無
格
社 

腰
越
神
社 

村
社
南
方
神 

社
を
無
格
社
稲
牟
礼
神
社
を 

本
社
に
合
祀) 

一
 

社
殿
三
間
宝
殿
拝
殿
三
間
三
尺
長
庁
二
間
渡
ろ
う
下 

三
間 

四
間 

六
間
五
合 

一
 

境
内
吉
反
二
畝
拾
七
歩
官
有
地

一
 

氏
子
八
百
二
六
戸

一
 

管
轄
庁
距
離
拾
吉
里

『
彊
隅
日
地
理
纂
考
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
るC 

安
良
神
社
奉
祀
安
良
姫 

上
之
村
安
良
岳
の
麓
に
あ
り
て
社
伝
に
和
銅
元
年
の
創
建
に
て
上 

古
は
岳
の
絶
頂
に
あ
り
し
と
い
ふ 

土
人
相
伝
へ
て
日
く 

安
良
姫
は
内
裏
の
女
房
に
て
或
る
時
川
辺
に
出
て
直
垂
を
洗
ひ
け
る
に 

白
鷺
余
多
群
飛
を
仰
ぎ
見
る
程
に
覚
へ
ず
直
垂
の
片
袖
を
流
し
け 

る
罪
に
依
り
此
所
に
流
さ
れ
安
良
岳
の
絶
頂
に
登
り
て
遂
に
自
殺
す 

其
の
後
種
々
の
怪
異
あ
る
に
因
り
其
の
霊
を
崇
祭
る
と
い
ふ
故 

に
此
処
に
白
港
来
る
TI-
無
く
又
直
垂
紺
色
な
り
し
故
に
紺
屋
を
建 

関 

を
植
を
禁
ず
と
ぞ
貞
永
五
年
左
衛
門
尉
藤
原
長
親
康
応
二
年
藤
原 

藤
内
左
エ
門
正
智 

応
永
二
十
九
年
酒
井
親
久 

宝
徳
二
年
酒
井
久
重 

等
(

大
隅
国
図
田
帳
に
用
富
四
十
五
丁
郡
司
酒
井
宗
方
と
あ
り
親
久 

。
、亜
は
宗
方
の
後
な
る
べ
し)

修
復
の
棟
札
数
枚
を
納
む
当
郷
の
宗 

社
に
て
例
祭
九
月
二
十
九
日
な
り 

『
三
国
名
勝
図
会
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
記
録
さ
れ
て 

い
る
。
『
三
国
名
勝
図
会
』

は
、
天

保

一

四

年(

一
ハ
四
三)

二
一 

月
の
編
成
で
、
 

明

治

三

八

年(

一
九
〇
五)

一
ニ
月
、
島
津
変
臨 

時
編
輯
所
の
山
本
盛
秀
の
名
義
で
、
も
と
全
六
〇
巻
と
い
う
浮
瀚
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な
も
の
を
、

二
〇
冊
の
和
装
本
に
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で 

あ
る
。

安
良
神
社
の
伝
説

安
良
姫
は
皇
紀
二
二
六
八
年
の
昔
、
京
の
都
に
お
任
へ
し
て
ゐ
ら
っ
し 

ゃ
っ
た
美
し
い
や
さ
し
い
姫
で
あ
っ
た
、
或
日
、
川
辺
に
出
て
、
紺 

の
直
垂
と
い
ふ
君
の
大
事
な 

衣
を
す
す
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
ど 

こ
か
ら
と
も
な
く
、
数
羽
の
白
さ
ぎ
が
飛
来
し
て
、
姫
の
目
前
に
白
い 

つ
ば
さ
を
し
ず
か
に
や
す
め
た
、
不
思
議
な
鳥
の
様
子
に
姫
は
す
す 

ぎ
の
手
を
休
め
て
、
長
い
間
、
見
と
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、
や
が
て 

我
に
か
え
ら
れ
た
時
、
大
事
な
御
衣
の
片
袖
が
い
つ
の
ま
に
や
ら
水
に 

流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

姫
の
お
ど
ろ
き
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
、
あ
の
淵
、
あ
の
岸
と
さ
ぐ 

れ
ど
さ
が
せ
ど
影
さ
え
見
え
な
い̂

今
は
深
き
後
悔
と
、
う
れ
い
の
涙
に
う
ら
し
ほ
れ
た
姫
の
前
に
、
厳
た 

る
宫
任
へ
の
お
き
て
、
火
あ
ぶ
り
の
極
刑
が
待
ち
う
け
て
い
た
、
雪
白 

の
刑
衣
に
身
を
包
み
、
あ
は
れ
門
扉
に
ば
く
さ
れ
た
姫
足
も
と
に
は
山 

と
積
ま
れ
た
炭
火
が
炎
々
と
青
い
ほ
の
お
を
あ
げ
て
い
る
、

一
切
の
罪 

業
己
の
故
に
と
あ
き
ら
め
て
、
姫
は
め
い
目
の
裡
に
日
頃
の
観
世
音 

を
専
心
念
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、
す
る
と
姫
の
清
ら
な
る
赤
心
に
応 

へ
て
か
、
観
世
音
の
示
顕
あ
り
、(

身
代
り
に
立
と
う
、
す
ぐ
に
も
都 

を
去
っ
て
遠
く
西
の
涯
ま
で
落
ち
の
び
よ)

と
の
神
の
お
つ
げ
が
あ
っ 

た
。

観
世
音
に
危
い
命
を
救
わ
れ
て
、
夢
心
地
の
中
に
姬
は
都
を
立
ち
出
で

二
人
の
従
者
と
共
に
、
追
手
を
の
が
れ
な
が
ら
、
夜
昼
西
へ
西
へ
と
落 

ち
の
び
て
行
か
れ
た
、
罪
を
負
ふ
て
に
げ
て
行
く
旅
、
そ
れ
こ
そ
不
安 

と
飢
餓
と
困
苦
の
血
の
に
じ
む
旅
で
あ
っ
た
。

京
を
出
て
幾
日
、
山
こ
え
、
川
こ
え
、
谷
を
よ
じ
、
野
に
路
失
い
、
そ
う 

し
た
旅
路
の
末
、
つ
い
に
筑
紫
も
南
の
涯
に
近
い
我
が
安
良
の
山
ま
で 

辿
り
つ
い
て
来
ら
れ
た
、
し
か
し
殆
ん
ど
行
き
倒
れ
に
近
い
長
旅
の
や 

つ
れ
に
、
姫
に
は
も
う
こ
れ
以
上
の
旅
は
出
来
な
い
の
で
あ
っ
た
、
故 

あ
っ
て
遠
く
京
よ
り
落
ち
の
び
の
姫
と
き
き
、
わ
れ
ら
の
祖
先
は
、
こ 

の
悲
し
み
の
姫
に
如
何
に
深
い
同
情
を
寄
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
 

又
如
何
に
心
か
ら
な
る
、
奉
任
を
さ
ゝ
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
霊
峯 

の
麓
、
岡
谷
に
つ
な
が
る
美
し
の
里
、
人
情
純
朴
に
し
て
京
へ
の
き
こ 

え
も
う
る
さ
く
は
な
い
は
ず
、
姫
も
つ
い
に
村
人
の
純
情
に
ほ
だ
さ
れ 

て
、
安
良
岳
の
裾
、
小
脇
の
あ
た
り
に
身
を
し
の
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ 

た
、
間
も
な
く
さ
び
し
い
秋
が
お
と
ず
れ
た
、
そ
し
て
長
い
旅
づ
か
れ 

の
身
に
快
い
日
が
来
な
か
っ
た
、
安
良
の
山
に
赤
い
夕
日
が
入
る
頃
、
 

一
し
ほ
物
さ
び
し
い
山
家
の
雨
の
宵
、
は
か
な
い
夢
を
破
ら
る
、
あ
か 

つ
き
、
た
え
が
た
い
郷
愁
が
姫
を
お
そ
っ
た
、
京
の
こ
と
母
君
の
こ 

と
、
さ
て
は
永
遠
に
罪
を
負
ふ
身
の
か
な
し
み
、
思
い
出
で
、
は
深
い 

憂
愁
に
あ
き
し
ず
ま
れ
る
姫
で
あ
っ
た
そ
の
上
う
わ
さ
に
き
け
ば
、
 

お
そ
ろ
し
い
追
手
が
こ
の
村
に
近
づ
い
て
来
た
と
の
こ
と
、
た
だ
さ
え 

深
い
傷
心
に
加
へ
て
、
も
ん
も
ん
の
果
て
つ
い
に
或
夜
、
安
良
嶽
の
頂 

上
に
登
り
、
は
か
な
く
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
わ
れ
た
、
か
な
し
み 

を
き
い
て
ぞ
く
ぞ
く
と
安
良
嶽
に
集
っ
て
来
た
村
人
達
の
心
か
ら
な
る
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葬
送
歌
の
裡
に
新
し
い
姫
の
墳
墓
が
築
か
れ
た
、
日
な
ら
ず
し
て
二
人 

の
従
者
の
墓
も
、

そ
れ
は
丁
度
和
銅
二
年
、
大
津
の
宮
か
ら
奈
良
の
京
に
う
つ
っ
て
間 

も
な
い
頃
で
あ
っ
た
、
村
人
達
は
安
良
姫
に
た
い
す
る
同
情
と
追
慕
の 

念
止
み
が
た
く
、
安
良
嶽
の
頂
に
宮
を
立
て
ゝ
、
姫
の
霊
を
祀
っ
た
、
 

後
に
宮
は
山
下
の
現
在
の
地
に
う
つ
さ
れ
た
が
、
安
良
嶽
の
老
樹
の
し 

げ
り
を
仰
ぎ
、
千
年
の
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
安
良
姫
の
悲
し
い
伝
へ
を
し 

の
ぶ
と
き
、
感
慨
亦
深
き
も
の
を
加
へ
る
の
で
は
な
い
か
。 

「
始
良
郡
史
跡
神
社
仏
閣
天
然
記
念
物
調
査
」

で
は
、
次

の

よ 

う
に
記
し
て
い
る
。

大
隅
国
桑
原
郡
横
川

神
社

正
一
位
安
良
大
明
神
神
社(

地
頭
館
よ
り
西
の
方
三
十
五
町) 

上
之
村
に
あ
り
、
安
良
姫
一
座
と
す
、
当
社
の
正
面
に
安
良
大
明
神
五 

字
の
額
を
掲
ぐ(

吉
田
兼
連
筆)

、
享
保
十
九
年
五
月
十
三
日
神
祇
道 

管
領
ト
部
兼
雄
、
正
一
位
神
位
を
授
け
ら
れ
、
社
説
並
に
当
郷
中
の
口 

碑
に
往
古
安
良
姫
は
、
京
都
の
官
女
に
て
或
時
川
辺
に
出
て
紺
染
の
直 

垂
を
洗
ひ
し
に
白
鷺
許
多
飛
来
り
し
を
眺
望
し
て
覚
へ
ず
、
直
垂
の
片 

袖
を
河
水
に
流
失
し
た
り
、
其
の
罪
に
依
り
、
穢
多
に
命
じ
て
門
の
扉 

に
縛
り
付
炭
火
に
て
焼
殺
せ
ん
と
す
、
然
る
に
彼
姫
、
素
よ
り
十
一
面 

観
世
音
を
、
信
仰
あ
り
し
故
に
観
世
音
其
の
身
代
り
な
り
、
安
良
姫
は

其
の
難
を
遁
れ
、
隅
州
横
川
に
落
下
り
、
安
良
嶽
の
絶
頂
に
て
自
殺 

す
、
此
の
後
種
々
の
霊
怪
あ
り
け
れ
ば
土
人
其
の
霊
を
崇
め
て
、
安
良 

大
明
神
を
号
す
是
和
銅
元
年
の
事
な
り
と
、
当
社
は
今
安
良
嶽
の
下
に 

鎮
座
せ
り
初
め
は
安
良
嶽
の
絶
頂
に
あ
り
し
と
て
、
宮
床
と
い
へ
る
旧 

跡
残
れ
り
、
前
文
の
由
緒
な
り
と
て
往
古
よ
り
当
郷
の
地
は
門
を
建
ず 

炭
焚
、
紺
屋
職
、
藍
作
職
を
禁
ず
、
是
に
背
く
も
の
あ
れ
ば
霊
崇
を
受 

く
る
こ
と
歴
然
な
り
と
い
ふ
、
且
白
鷺
郷
の
内
に
飛
来
す
る
こ
と
な 

く
、
若
し
飛
来
る
こ
と
あ
れ
ば
神
楽
奉
幣
等
を
修
業
す
、
又
此
の
神
は 

鷺
に
限
ら
ず
、

一
切
白
色
の
物
を
嫌
ひ
悪
め
る
と
て
、
土
倉
等
も
薄
墨 

を
以
て
塗
れ
り
、
此
の
百
年
以
前
は
祭
祀
又
は
参
詣
の
時
紺
染
の
、
衣 

を
着
れ
る
者
な
く
、
皆
木
皮
に
て
染
め
た
る
を
用
ひ
た
り
し
に
、
何
と 

な
く
今
は
紺
染
を
用
ひ
る
俗
に
な
れ
り
、
炭
火
門
屋
を
禁
ず
る
こ
と
は 

旧
俗
な
り
し
に
享
保
十
九
年
正
一
位
贈
位
の
時
よ
り
、
郷
内
門
作
り
、
 

炭
焼
の
事
を
免
許
あ
り
し
か
ど
、
屋
門
は
祠
官
並
に
、
祈
願
菩
提
の
両 

寺
の
み
造
立
し
、
其
余
の
家
は
今
に
門
柱
の
み
な
り
、
炭
火
は
古
厳
禁 

に
て
茶
製
に
至
り
、
日
乾
茶
を
当
郷
は
用
ひ
た
り
し
に
、
今
は
焙
烙
茶 

を
用
い
る
者
過
半
と
な
り
と

康
応
二
年
藤
原
左
エ
門
正
智 

貞
永
五
年
左
兵
工
慰
藤
原
長
親 

応
永 

二
九
年
酒
井
親
久 

宝
徳
二
年
酒
井
久
重 

等
修
復
の
時
の
棟
札
あ
り 

祭
祀
九
月
二
九
日
な
り 

神
社
の
前
に
田
地
あ
り 

此
所
に
茅
葺
の 

儘
殿
を
構
へ 

神
輿
を
舁
ぎ 

下
る
ゝ
を
是 

浜
殿
下
り
と
号
す 

社
司
月
野
木
氏

。
諸
末
社
大
王
社
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。
山
神
社
以
上
の
両
社
当
社
の
庭
に
あ
り

。
腰
越
神
社 

上
之
村
に
て
安
良
神
社
よ
り 

寅
卯
の
方 

十
町
余
に
あ
り
安
良
姫
の
母
堂
を
崇
め
た
り
と
い
ふ 

古
来
古
老 

神
職
の 

口
碑
に
よ
れ
ば 

安
良
神
社
は 

鹿
児
島
神
宮
霧
島
神
宮
加
治
木
春
日
神
社
福
山
宮
浦
神
社
と 

共
に
大
隅
の
五
社
の
一
と
し
て
尊
び
崇
め
て
来
た
と
い
は
れ
て 

ゐ
る

『
薩
藩
名
勝
志
』
巻
六
十
四
か
ら
引
用
す
る
。

横
川 

正
一
位
安
良
神
社
、
上
之
村
安
良
嶽
の
麓
に
鎮
座
、
地
頭
仮
屋 

(

中
之
村)

を
距
る
こ
と
西
方
三
拾
五
町
余 

祭

神

一

座(

安
良
姫
霊 

祭
九
月
二
十
九
日)

当
社
は
和
銅
元
年
に
勧
請
す
と
い
ふ
、
初
め
安 

良
嶽
の
絶
頂
に
安
鎮
す
、
後
神
事
の
便
よ
か
ら
ず
と
て
今
の
地
に
遷
宮 

す
と
い
へ
り
、
正
面
に
安
良
大
明
神
五
字
の
額
を
掲
ぐ(

吉
田
兼
連
筆) 

(

延
宝
五
年
九
月
野
田
勘
兵
衛
国
保
寄
進)

享
保
十
九
年
五
月
十
三
日 

神
祇
道
管
領
ト
部
兼
雄 

正
一
位
の
神
位
を
授
け
ら
る
、
正
祭
に
は
華 

表
の
外
に
神
輿
を
守
下
り
て
神
楽
を
奏
す 

是
を
浜
殿
下
り
と
い
ふ
、
 

社
説
に
云
ふ 

安
良
姫
は
内
裏
の
女
房
な
り
し
に(

以
下
略) 

「
当
社
由
緒
記
」

の
未
尾
に
、
次
の
と
お
り
記
し
て
あ
る
。

附
記

安
良
神
社
内

一
腰
越
神
社 

鏡

一

体(

安
良
姫
の
母
堂
を
崇
め
た
り
と
云
ふ) 

一
南
方
神
社(

一
体
立
木
像
一
体
坐
木
像 

明
治
四
十
四
年
一
月
七

日
本
社
に
合
祀)

一
稲
牟
礼
大
明
神 

二
体
坐
木
像(

同
年
同
月
日
本
社
に
合
祀) 

一
善
神
王
両
社 

各
一
体
づ
つ
片
腰
掛
の
木
像 

一
御
供
所
両
社
立
木
像

一
大
王
一
社
両
体
真
石

一
山
ノ
神
一
社
三
体
真
石

于
時
大
正
五
年
丙
辰
二
月
中
幹

郷
社
安
良
神
社
氏
子
総
代
平
朝
臣
清
廉
謹
識 

「
昭
和
三
三
年
調
べ
の
安
良
神
社
」

の
記
録
で
は
、
次

の

よ

う 

に
な
っ
て
い
る
。

一
、
社
殿
神
殿
拝
殿
神
饌
所
の
東
に
小
社
一(

大
山
祇
命)

前 

面
左
右
に
門
衛
神 

験
田
彦
命)

の
二
社
が
あ
る 

一
、
神
社
敷
地 

国
有
地
三
三
七
坪 

境
内
地
一
、

一
四
六
坪 

山
林
台
帳
面
二
反
二
畝
十
五
歩(

実
測
二
町
五
畝
歩)

一
、
祭
神

。
安
良
大
明
神(
安
良
姫)

。
十
一
面
観
世
音
菩
薩(

仏
の
智
慧
を
与
へ
る
守
護
神)

。
腰

越

宮(

安
良
神
社
母
君)

。
諏

訪

宮(

農
工
商
の
神)

元
正
牟
田
御
鎮
座

35



代第4章古

。
稲
牟
礼
宮(

五
穀
神)

元
古
城
御
鎮
座

一
、
額

面(
安
良
神
社)

陸
軍
大
将
菱
刈
隆
書
愛
甲
軍
蔵
氏
寄
贈 

一
、
木
造
鳥
居 

横
川
町
上
之
北
園
岡
元
仁
ハ
氏
寄
贈(

大
正
一
四

年)

一
、
手
水
大
鉢
奉
納
昭
和
十
三
年
十
二
月
時
任
甚
七
氏
外
十
九
名
当 

時
の
議
員
奉
納

一
、
石
燈
二
基 

明
治
三
十
九
年
十
月
十
七
日
建

(

明
治
三
十
七
八
年
戦
役
従
軍
記
念)

寄
進
者

服

部

佐

市

白

石

静

熊

富

迫

宗

次

郎

岩

元

喜

太

郎 

原
口
善
太
郎 

山
下
金
十 

富
島
良
之
助 

早
淵
金
之
助 

小
川
内
静
熊 

佐
野 

誓 

首
藤
仁
之
助 

吉
田
浅
太
郎 

古
城
袈
裟
熊 

富
島
与
市 

早
淵
三
之
助 

佐
野
彦
次 

吉
田
宗
右
エ
門 

早
淵 

直
八 

吉
井
清
二
郎 

中
住
金
右
エ
門 

宇
都
熊
次 

松
川
静
熊 

大
山
五
郎
助 

柏
木
岩
次
郎 

鶴
永 

義
昌 

金
田 

金
蔵 

佐
野
次
右
エ
門 

山
下 

彦
熊 

横
山
与
藤
大 

山
下 

市
二 

池
田
三
之
助 

永
利 

邦
彦 

早
淵
芳
彦 

村
上
定
次 

柏
木
千
代
吉 

吉
田
武
市 

雄
城
虎
治 

襄

次

郎
 

長
丸
袈
裟
市 

吉
田
嘉
兵
工 

岡
積
喜
次
郎
佐
野
二
十 

一
、
木
製
色
塗
額(
安
良
大
明
神)

一
尺
二
寸
—
二
尺
三
寸 

裏
面
記
奉
献
御
額
吉
田
侍
従
兼
連
真
筆 

延
宝
丙
辰
九
月
吉
祥
日
野
田
勘
兵
衛
尉
藤
原
国
保

一
、
銅

額(

正
一
位
安
良
大
明
神)

一
尺1

四
尺
厚
三
分 

裏
面
記
寛
保
三
歳
癸
亥
二
月
吉
日 

作
者
黒
木
安
左
エ
門 

施
主
山
ヶ
野
金
山
山
下
甚
右
衛
門 

満
尾
幸
左
エ
門

一
、
木
製
額(

腰
越
宮)

裏
面
記
奉
寄
進
寛
政
四
年
八
月
吉
日
寄
附
栗
野
川
池
次
右
エ
門
種

好

此
表
書
北
条
十
左
エ
門
平
時
胤
竹
井
貞
右
ヱ
門
公
当
外
八
名 

一
、
観
音
経 

寄
進 

大
守
斉
興
公
文
政
四
巳
三
月
吉
日 

一
、
覚
書
の
一

覚

一
、
御
額
字
吉
田
侍
従
兼
連
真
筆

一
、
吉
田
隠
岐
守
証
状
一
通

一
、
鈴
鹿
石
見
守
書
状
一
通

右
奉
納

御
宝
殿
者
也

延
宝
五
年
九
月
吉
辰
野
田
勘
兵
衛
国
保 

一
、
隅
州
桑
原
郡
横
川
院(
札) 

一
、
寛
永
五
年
二
月
安
良
神
社
造
営
大
願
棟
札 

当
時
の
郷
中
在
住
の
郷
土
等
ハ
〇
数
名
の
氏
名
連
記
し
あ
り 

安
良
神
社
宝
殿
拝
殿
末
社
改
築
大
正
一
四
年

決
算
書

郷
社
安
良
神
社
宝
殿
改
築
並
拝
殿
末
社
附
属
家
改
修
工
事
収
支
計

36



第2節 安良神社と郷土横川

算
書

内
訳

金
四
千
一
一
円
一
一
銭 

但
収
入
金
総
額 

金
二
百
一 

一
円
六
銭 

一
般
会
計
繰
越
金 

金
二
千
八
百
ハ
ハ
円
四
四
銭
寄
附
金
総
額

金
ニ
一
円
二
九
銭 

不
用
品
売
却
代

金
八
百
九0

円
三
一
銭 

支
出
に
伴
ふ
収
入
不
足
に
依
り
特
別
会 

計
基
金
よ
り
繰
入
金

金
四
千
一
一
円
一 

一
銭 

但
支
出
金
総
額

内
訳

金
一
千
二
百
五
〇
円
宝
殿
改
築
費
請
負
額
但
用
材
提
供

金
一
千
三
百
ハ
五
円 

拝
殿
末
社
神
饌
所
附
属
家
改
修
請
負
額

但
用
材
全
部
提
供

金
九
五
円
五
〇
銭 

石
工
費

金
四
百
七
五
円
六
一
銭 

設
計
料
監
督
費

金
三
百
七
七
円
四
八
銭 

用
材
伐
採
製
材
運
搬
費
予
備

瓦
及
用
材
購
入
費

金
四
八
円
ハ
五
銭 

工
事
準
備
費 

金
四
六
円
六
〇
銭 

内
部
設
備
費

金
二
百
八
二
円
五
五
銭

起
工
式
上
棟
祭
遷
宮
祭 

竣
工
式
費

金
四
九
円
五
一
銭 

雑
費

収
支
差
引
残
金
な
し

右
の
通
り
決
算
候
也 

大
正
一
四
年
六
月
一
〇
日

氏
子
総
代
上
野
康
行 

佐
野
卯
之
助

田
口
熊
輔 

淵
脇
喜
蔵 

早
淵
金
之
助 

羽
田
彦
次 

迫
田
栄
熊 

猪
俣
武
熊 

工
事
委
員
上
野
康
行 

早
淵
金
之
助 

会
計
補
助 

迫
田 

栄
熊 

主
任 

猪
俣 

武
熊

石
鳥
居
移
転
建
立

横
川
町
上
ノ
正
牟
田
諏
訪
神
社
跡
に
残
存
せ
る
も
の 

昭
和
三
九
年
二
月
移
転

銘 

明
和
二
年
正
牟
田
ニ
オ
集
と
あ
り

手
洗
所
設
置

昭
和
五
一
年
四
月
一
坪
半
瓦
葺

工
事
費 

二
〇
万
円
一
般
寄
附
奉
納
金 

灯
籠
建
設 

両
側
二
基 

昭
和
五
三
年
六
月

奉
納
者
横
川
町
上
ノ
愛
甲
軍
蔵
氏

休
憩
所
建
設

昭
和
五
三
年
八
月
平
屋
瓦
葺
四
坪

奉
納
者 

小
林
市
上
田
生
穂 

横
川
町
中
ノ
出
身 

横
川
町
中
ノ
山
口
吉
資
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灯
籠
建
設
両
側
二
基 

昭
和
六
三
年
六
月 

奉
納
者
大
阪
市
在
住
西
山
満
男
古
城
出
身 

大
鳥
居
建
設 

平
成
元
年
七
月
吉
日 

高
さ
六
米
笠
木
長
八
米
柱
の
太
五
三
極(

径) 

奉
納
者 

揖
宿

rb-
添 

松
元
西
蔵 

山
ヶ
野
出
身 

三
安
良
神
社
の
社
司 

安
良
神
社.
の
社
司
は
、
代
々
中
ノ
宮
下
、
月
野
木
家
の
人-
々
が 

受
け
継
い
で
い
た
。
同
社
の
社
司
と
し
て
、
上
方
か
ら
来
住
し
た 

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
安
良
神
社
に 

関
す
る
古
い
記
録
が
、
社
司
月
野
木
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
 

明

治

元

年(

一
八
六
八)

の
大
火
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い 

う
。月

野
木
家
は
最
近
ま
で
神
主(

た
ゆ
ど
ん)

の
家
と
い
わ
れ
て 

い
た
が
、
同
家
の
墓
は
、
特

別

に

「
ご
あ
ん
」

の

墓

と

い

わ

れ 

て
、
古
墓
が
四
〇
基
ほ
ど
同
家
の
西
隣
に
あ
る
。

二
段
に
分
か
れ 

て
、
下
段
は
下
人
墓
と
い
わ
れ
る
。
最
も
古
い
墓
は
、
延
宝
、
天 

和
な
ど
の
年
代
も
の
で
、
三
〇
〇
年
ほ
ど
経
て
い
る
。
た
だ
、
古 

い
も
の
ほ
ど
実
名
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
神
社
史
研
究
上
惜
し

い
こ
と
で
は
あ
る
。

昭
和

五
〇
年(

一
九
七
五)

ご
ろ
、
同
家
は
後
が
な
く
な
っ
た 

の
で
、
娘
婿
が
岡
山
に
医
師
と
し
て
在
住
の
た
め
、
古
墓
は
全
部 

取
り
ま
と
め
、

一
部
岡
山
に
う
つ
さ
れ
た
。 

安
良
神
社
の
社
司
官
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

宝
永
五
年 

月
野
木
備
後
守 

享
保
一
九
年 

月
野
木
弾
兵
衛

月
野
木
肥
前 

享
和
〜
天
保
月
野
木
靱M
 

弘
化
三
年 

月
野
木
左
膳 

明
治
一
六
年 

月
野
木
伴
之
進 

明
治
一
七
年 

山
口
市
之
進 

昭
和
九
年 

山
口
篤
代
志 

昭
和
二
四
年 

月
野
木
高
清 

昭
和
三
五
年 

脇
田
圭
二 

な
お
、
月
野
木
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
古
文
書
に
次
の
も
の
が 

あ
っ
た
。

。
大
隅
国
桑
原
郡
正
一
位
安
良
大
明
神
社
司
月
野
木
靱
辰 

神
事
参
勤
之
時
風
折
烏
帽
子
可
着
浄
衣
者
仍
許
状
如
件
天
保
九
年 

戌
五
月
廿
日

薩
隅
日
三
州
惣
大
宮
司
正
五
位
下
出
羽
守
藤
原
朝
臣
親
徳
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。
大
隅
国
桑
原
郡
横
川
正
一
位
安
良
大
明
神
社
司
月
野
木
左
膳
事
神 

事
参
勤
の
時
風
折
烏
帽
子
可
着
浄
衣
着
者 

仍
許
状
如
件 

弘
化
二
年
已
七
月
一
七
日 

薩
隅
日
三
州
惣
大
宮
司 

従
四
位 

出
羽
守
藤
原
朝
臣
親
徳

第
三
節
腰
越
神
社
と
郷
土
横
川

一
 

腰
越
神
社
の
由
来

腰
越
神
社
は
、
安
良
姫
の
母
堂
を
祀
る
神
社
で
あ
る
。

安
良
姫
が
、
観

世

音

の

加

護

に

よ

り

危

う

く

刑

を

ま

ぬ

が

れ 

て
、
遠
く
西
に
逃
れ
た
あ
と
、
母
君
は
日
夜
姫
の
悲
運
を
な
げ
き 

案
じ
て
い
た
。
娘
恋
し
さ
は
日
に
日
に
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
 

つ
い
に
一
念
や
み
が
た
く
、
旅
な
れ
ぬ
老
い
の
身
な
が
ら
、

た
だ 

一
人
、
姫
の
後
を
追
っ
て
は
る
ば
る
と
西
国
へ
の
旅
に
発
た
れ
た 

の
で
あ
っ
た
。

幾
月
か
の
の
ち
、
今
の
腰
越
神
社
跡
の
あ
た
り
に
着
か
れ
た
。
 

村
人
た
ち
は
姫
の
母
上
と
は
知
ら
ず
、
追
っ
手
と
思
い
、
姫
の
所 

在
を
、
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
里
と
偽
り
教
え
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ 

を
聞
い
て
、
興
奮
と
期
待
が
一
時
に
去
り
、
失
望
落
胆
、
絶
望
か 

ら
母
君
は
自
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
村
人
た
ち
は
事
実
を
知
り
、

い
ま
さ
ら
の
ご
と
く
悲
劇
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の
大
き
さ
に
お
の
の
き
、

か
つ
は
母
心
の 

広
大
無
辺
さ
に
心
う
た
れ
て
、
腰
越
神
社 

と
し
て
、
厚
く
母
君
の
霊
を
祀
っ
た
。
 

明

治

四

四

年(

一
九
一
一)

に
、
腰
越 

神
社
は
安
良
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
安 

良
姫
母
子
の
御
霊
は
安
良
岳
の
麓
に
永
遠 

に
相
抱
き
鎮
ま
り
、
村
人
に
母
子
の
愛
情 

の
鑑
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
詣
で
る
人
も
多 

い
社
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

二
諸
文
献
に
み
る
腰
越

神
社

腰
越
神
社
は
、

明

治

四

四

年(

一
九
一 

一)

一
月
、
安
良
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
 

『
三
国
名
勝
図
会
』

に
、

「
上
之
村
に
て 

安
良
神
社
よ
り 

寅
卯
の
方
十
町
余
に
あ
り 

安
良
姫
の
母
堂
を 

崇
め
た
り
と
い
ふ
」
と
記
し
て
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
を
岩
本
と 

い
い
、
河
床
の
跡
ら
し
く
、
現
在
南
に
面
し
て
石
碑
が
建
て
ら
れ

腰越神社跡入り□仁王像

て
い
る
。

こ
の
碑
は
、
「
紀

元

二

千

六

百

年 

聖 

地
顕
彰
記
念
」
と
し
て
、
時
の
目
床
村
長 

が
、
青
年
学
校
生
徒
ら
の
協
力
を
得
て
建 

立
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
面
に
、
早
淵
陸 

軍
中
将
の
筆
で
、
腰
越
神
社
跡
地
と
刻
さ 

れ
て
い
る
。
参

道

の

両

側

に

茶

樹

を

植 

え
、
古
式
ゆ
か
し
い
石
の
門
柱
と
、
右
側 

入
り
口
に
、

元
水
流
橋
向
こ
う
側
の
採
石 

場
に
あ
っ
た
と
い
う
、

石
の
大
き
な
仁
王 

像
が
一
基
立
て
て
あ
る
。

古
老
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
昔
、
安 

良
神
社
に
奉
納
の
つ
も
り
で
現
地
で
製
作 

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
安
良
神
社
に
お
伺
い 

を
立
て
た
と
こ
ろ
、
神
霊
が
い
ら
な
い
と 

の
お
告
げ
で
、

そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
昔
、

こ
の
石
の
仁 

王
像
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
村
人
が
、
鎌
を
も
っ
て
こ
の
像
を
傷 

つ
け
た
と
こ
ろ
、

目
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ

40



第3節 腰越神社と郷土横川

る
そ
う
で
あ
る
。

前

出

の

「
神
社
明
細
帳
」

に
は
、
次

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る
。

横
川
町
上
之
村

腰
越
大
明
神

祭
神
安
良
姫
御
母
堂
を
祀
る 

神

体

宝

鏡

一

面

南

向

祭
祀
一
一
月
初
辰 

御
供
一
膳 

社

三

敷

二

間

茅

葺

三
腰
越
神
社
の
伝
説

「
ふ
る
さ
と
」

に
次
の
よ
う
な
伝
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る̂
 

安
良
姫
が
観
世
音
の
加
護
に
依
り
あ
や
う
く
刑
を
ま
ぬ
か
れ
て 

遠
く
西
へ
落
ち
て 

お
い
で
に
な
っ
た
後
母
君
は
日
夜
姫
の
悲
運
の 

身
を 

な
げ
き
案
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が 

姫
恋
し
さ
は
日
に
日
に 

つ
の
る
ば
か
り 

遂
に
一
念
止
み
が
た
く
旅
な
れ
ぬ 

老
の
身
に 

た
だ
一
人 

あ
わ
れ
は
る
ば
る
と 

姫
の
後
を 

追
っ
て 

西
国
の
方 

に
立
た
れ
た
の
で
あ
っ
た

何
し
ろ
交
通
不
便
の
昔
の
事
故 

輿
も
駅
馬
も
意
に
任
せ
ず
行
路

の
苦
難
は
一
通
り
で
は
な
か
っ
た 

た
の
む
は 

た
だ
身
を
支
え
る 

一
条
の
杖
と 

観
世
音
の 

無
類
の
大
慈
悲
の
み 

行
暮
れ
て 

路 

傍
に
一
宿
を
乞
う
た
も
の
の 

不
安
な
夢
に
去
来
す
る
も
の
は 

愛 

し
安
良
姫
の
事
よ
り
外
に
な
い 

目
覚
て
一
人
静
に 

想
え
ば 

い
よ 

い
よ
つ
の
る
娘
の
事 

矢
も
楣
も
た
ま
ら
ず 

真
夜
中
に 

宿
を
発
っ 

て 

道
を
急
が
れ
る
事
も
一
、
ニ
度
で
は
な
か
っ
た 

前

出

の

「
神
社
明
細
帳
」

に
は
、
次

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い 

る
。暁

の
谷
に
声
ひ
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
行
人
に
泣
け
よ
と
つ
ぐ
る
閑
古 

鳥
野
宿
の
夢
に
啼
き
入
る
夜
烏
母
君
の
心
に
如
何
ば
か
り
あ
わ
れ 

を
さ
そ
っ
た
事
で
あ
ろ
う

秋
が
お
そ
い
と
い
わ
れ
る
九
州
路
に
も
、
白
い
雲
が
流
れ
、
空
の
色
が 

青
く
澄
ん
で
、
そ
し
て
、
旅
寝
の
朝
夕
が
こ
と
さ
ら
も
の
わ
び
し
く
な 

っ
た
、
け
れ
ど
も
、
も
う
九
州
だ
、
娘
の
い
る
で
あ
ろ
う
国
だ
、
遠
い 

事
も
あ
る
ま
い
、
老
の
身
に
も
さ
す
が
に
新
し
い
希
望
が
湧
い
て
来
た 

と
言
っ
て
も
九
州
に
入
れ
ば
、
道
は
一
層
不
便
で
あ
っ
た
、
歩
き
つ
か 

れ
て
峠
の
木
の
か
げ
に
身
を
寄
せ
る
時
、
ま
だ
し
遠
い
山
又
山
、
そ
れ 

に
果
し
て
姫
は
ど
こ
に
身
を
し
の
ん
で
お
い
で
の
事
で
あ
ろ
う
、
思
え 

ば
か
え
っ
て
心
細
さ
と
不
安
は
増
し
た
、
そ
の
上
京
か
ら
は
勿
論
追
手 

が
差
向
け
ら
れ
て
あ
る
に
ち
が
い
な
く
、
も
し
も
そ
の
追
手
に
一
足
で 

も
お
く
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
水
の
泡
に
な
っ
て
し
ま
う 

母
君
は
痛
む
足
を
い
た
わ
り
な
が
ら
、
又
杖
を
に
ぎ
ら
れ
た
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(

あ
ゝ
こ
の
老
の
脚
が
う
ら
め
し
ょ
、
 

お
ぼ
つ
か
な
い
よ) 

と
ぼ
と
ぼ
と
峠
を
下
っ
て
行
か
れ
る
姿
、
幾
月
の
草
鞋
が
け
で
足
袋
に 

に
じ
ん
だ
血
の
色
が
い
た
い
た
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
、
道
行
く
人
人 

は
見
な
れ
ぬ
京
人
の
姿
を
見
送
っ
て
立
っ
た 

九
重
を
め
ぐ
り
、
阿
蘇
を
こ
え
て
南
に
か
か
る
頃
は
、
母
君
の
身
に
惨 

ま
し
い
程
に
衰
が
目
立
っ
た
、
け
れ
ど
も
或
日
、
鄙
人
の
教
え
に
よ
っ 

て
漸
く
姫
ら
し
い
京
人
が
霧
島
の
麓
、
横
川
と
か
い
う
里
に
身
を
し
の 

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
事
が
分
っ
た
時
、
母
君
の
よ
ろ
こ
び
は
如 

何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
、

一
路
姫
の
住
む
横
川
へ 

(

横
川
も
小
脇
と
や
ら
青
く
し
げ
っ
た
山
の
麓
で
あ
る
由
に) 

紫
尾
田
の
岡
か
ら
真
向
い
に
安
良
岳
や
小
脇
の
岡
を
望
ん
で
立
た
れ 

た
、
母
君
の
瞳
に
は
、
思
わ
ず
あ
つ
い
涙
が
あ
ふ
れ
来
る
の
だ
っ
た
、
 

涙
の
底
に
、
夢
寂
に
も
忘
れ
る
事
の
出
来
な
か
っ
た
姫
の
美
し
い
顔
が 

ま
ざ
ま
ざ
と
映
っ
た

す
ぎ
た
幾
月
か
が
走
馬
灯
の
様
に
思
い
浮
ん
だ
、

一
谷
距
て
母
は
訪
れ 

て
来
た
ぞ
、
死
ぬ
苦
し
み
に
た
え
て
、
遠
い
遠
い
道
を
わ
け
て
——

け 

れ
ど
も
事
実
は
あ
ま
り
に
も
惨
酷
で
あ
っ
た 

姫
に
深
い
同
情
を
寄
せ
て
い
た
村
人
達
は
、
固
い
口
約
に
よ
っ
て
姫
の 

所
在
を
一
切
他
郷
の
者
に
知
ら
す
ま
い
と
計
っ
て
い
た
、
追
手
の
近
づ 

き
は
彼
ら
の
最
も
警
戒
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
こ
こ
に
安
良
姫 

の
母
君
と
聞
い
て
村
人
達
は
む
し
ろ
疑
っ
た
、
幾
百
里
は
な
れ
た
京
よ 

り
女
一
人
の
旅
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
が
出
来
よ
う
、
お
そ
ら
く
追
手 

役
人
の
手
先
に
使
は
れ
た
女
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
も
の
ら
し
く

(

小
脇
で
は
な
い
、
山
幾
重
の
奥
、
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
里)

と
姫
の
所 

在
を
偽
り
教
え
た
の
で
あ
っ
た
、
そ
れ
を
き
い
て
興
奮
と
期
待
が
一
時 

に
去
り
失
望
落
胆
は
む
し
ろ
絶
望
に
近
か
っ
た
、
張
り
つ
め
た
気
が
急 

に
ゆ
る
ん
だ
為
か
、
母
君
の
足
は
既
に
自
由
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
、

一
 

山
こ
え
る
気
さ
へ
な
い
、
恨
め
し
げ
に
見
上
げ
る
母
君
の
眼
に
山
山
は 

つ
め
た
く
そ
び
え
て
つ
ら
な
っ
て
い
た
、
絶
望
だ
、
あ
き
ら
め
よ
う
、
 

そ
の
夜
殆
ど
狂
気
に
近
い
母
君
の
自
害
は
村
人
達
の
心
を
え
ぐ
っ
た
、
 

謎
の
老
女
と
し
て
母
君
の
墓
が
そ
の
自
害
の
地
腰
越
に
立
て
ら
れ
た
、
 

そ
れ
で
も
姫
に
は
そ
の
事
は
知
ら
せ
な
か
っ
た
、
村
人
達
の
か
ぎ
り
な 

い
親
切
か
ら
で
あ
っ
た

間
も
な
く
姫
も
自
害
さ
れ
た
、
あ
わ
れ
母
子
の
霊
は
相
寄
す
る
す
べ
も 

な
く
、
す
べ
て
は
あ
ま
り
に
も
い
た
ま
し
い
悲
劇
で
あ
っ
た
、
後
世
そ 

の
事
実
が 

判
明
す
る
や
、
村
人
達
は
今
更
の
如
く
悲
劇
の
大
き
さ
に 

お
の
の
き
、
母
心
の
広
大
無
辺
に
心
う
た
れ
て
、
腰
越
神
社
と
し
て
あ 

つ
く
母
君
の
霊
を
祀
っ
た

其
の
後
神
社
合
併
の
折
腰
越
神
社
は
安
良
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
今 

こ
そ
安
良
姫
母
子
の
御
霊
は
、
安
良
嶽
の
麓
に
永
遠
に
相
抱
き
し
ず
ま 

り
ま
す
こ
と
で
あ
ろ
う
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